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高 知 県 吹 奏 楽 連 盟 規 約 	 

	 

第１章	 総	 	 則	 

(名称)	 

第１条	 本連盟は高知県吹奏楽連盟と称する。	 

(組織)	 

第２条	 本連盟は、四国吹奏楽連盟規約第３条の定めるところにより高知県において組織する。	 

(事務所)	 

第３条	 本連盟の事務所は事務局長の所在地とする。	 

	 

第２章	 目的及び事業	 

(目的)	 

第４条	 本連盟は一般社団法人全日本吹奏楽連盟の掲げる目的に則り、高知県の吹奏楽及び管・

打楽器等による音楽の普及向上並びに音楽教育の振興を図り、もって所属員・所属団体

及び地域の音楽文化の向上発展に寄与することを目的とする。	 

(事業)	 

第５条	 本連盟は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。	 

（１）各種コンクール等の開催	 

（２）吹奏楽祭、講習会、研究会等の開催	 

（３）吹奏楽に関わる指導者の育成	 

（４）吹奏楽に関する資料の収集と紹介	 

（５）吹奏楽の普及啓発及び育成事業に対する援助	 

（６）その他目的達成のため必要かつ適当と認める事業	 

	 

第３章	 会	 	 員	 

(種別)	 

第６条	 本連盟の会員資格を有する者は、高知県において吹奏楽団を編成している団体及び本連

盟の目的、事業に賛同する個人又は団体で、特に理事長が推薦し理事会の承認を受けた

ものとする。この連盟の会員は次のとおりとする。	 

	 	 	 	 団体会員	 	 高知県内の小学校･中学校･高等学校･大学、またはこれに準ずる学校･職

場・一般における吹奏楽団。代表者１名は総会での議決権及び理事等への

被選任資格を有する。	 

	 	 	 	 個人会員	 	 吹奏楽活動の経験が豊かな者で、理事会の推薦により総会で承認された者。

理事等への被選任資格を有するが、総会での議決権は持たない。	 

	 	 	 	 賛助会員	 	 本連盟の目的に賛同する個人または団体。総会での議決権及び理事等への

被選任資格は持たない。	 

(入会)	 

第７条	 団体会員の入会希望者は、会費を添えて本連盟の定める所定の入会申込書を提出し、理

事会の承認を受けなければならない。	 

(会費)	 

第８条	 本連盟の会費は、理事会において定める。	 

	 	 	 ２	 会員は、前項により定められる会費を納入しなければならない。	 

	 	 	 ３	 既納の会費その他の拠出金品は、返還しない。	 

(退会)	 

第９条	 会員が退会する時は、理事長に届け出なければならない。	 

(資格の喪失)	 

第１０条	 会員は退会、もしくは除名されたときにその資格を失う。	 

(除名)	 

第１１条	 会員が次の各号の一つに該当するときは、理事会の議決を経て理事長はこれを除名す

る。	 
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	 	 	 	 （１）本連盟の名誉を著しく傷つける行為、又は本連盟の目的に反する行為のあったと

き。	 

	 	 	 	 （２）会員の義務に違反したとき。	 

	 

第４章	 役	 	 員	 

(資格)	 

第１２条	 本連盟の役員は、本連盟の会員でなければならない。	 

(定数)	 

第１３条	 本連盟の役員の定数は、次のとおりとする。	 

理事１６名以上１８名以内（うち、理事長１名、副理事長若干名、常任理事６名を含

む）	 

監事	 ２名	 

(任期)	 

第１４条	 役員の任期は２年とする。ただし、再選を妨げない。	 

２	 補欠（定数の増加に伴う場合の補充を含む）のため選出された役員の任期は現任者

の残任期間とする。	 

３	 理事又は監事の全員が任期満了前に退任した場合において新たに選出された役員の

任期は、第１項に規定する任期とする。	 

４	 任期の満了又は辞任によって退任した役員は、新たに選出された役員が就任するま

で役員の職務を行う。	 

(選出等)	 

第１５条	 理事は前年度の理事会において選出し総会の承認を受ける。	 

２	 監事は理事会において推薦し、理事長が委嘱する。	 

３	 監事は理事と兼任できない。	 

(職務)	 

第１６条	 理事長は、本連盟を代表し本連盟の業務を総理する。	 

２	 副理事長は、理事長を補佐し理事長が事故あるとき又は欠員のときはその職務を代

理し、又は代行する。	 

３	 常任理事は、理事長及び副理事長を補佐して本連盟の業務を執行し、理事長及び副

理事長がともに事故あるとき又は欠員のときはその職務を代理し、又は代行する。	 

４	 理事は理事会を組織し本連盟の総会の権限に関わる事項以外の事項を議決する。	 

(職員)	 

第１７条	 本連盟の事務を処理するために事務局を置く。事務局には、事務局長及びその他の局

員を置くことができる。	 

	 	 	 	 	 事務局長は、常任理事を兼任することができる。	 

	 	 	 	 ２	 その他の局員は、理事長が任免する。	 

(財務局)	 

第１８条	 本連盟の財務を処理するために財務局を置く。財務局には、財務局長及びその他の局

員を置くことができる。	 

	 	 	 	 	 財務局長は、常任理事を兼任することができる。	 

	 	 	 	 ２	 その他の局員は、理事長が任免する。	 

(事業部)	 

第１９条	 本連盟の事業を運営するために第１事業部・第２事業部・第３事業部・第４事業部を

置く。各事業部には、事業部長その他の部員を置くことができる。	 

２	 第１事業部は吹奏楽コンクールを担当する。	 

３	 第２事業部はアンサンブルコンテストを担当する。	 

４	 第３事業部は小学校バンドフェスティバル・マーチングコンテスト・マーチング講

習会を担当する。	 

５	 第４事業部は吹奏楽祭・楽器別講習会・吹奏楽講習会を担当する。	 

６	 各事業部長は、常任理事を兼任することができる。	 
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７	 その他の部員は、理事長が任免する。	 

(担当役員)	 

第２０条	 本連盟を運営するために各部門及び各地区担当の理事を置く。	 

部門は小学校・中学校・高等学校・大学・一般（職場を含む）とする。	 

地区は東部・中部・西部とする。	 

２	 各部門担当の理事は各部門の、各地区担当の理事は各地区の代表となる。	 

３	 各地区の理事はアンサンブルコンテスト地区予選を担当する。	 

(監事)	 

第２１条	 監事は本連盟の業務及び財産に関し、次の各号に規定する業務を行う。	 

（１）本連盟の財産の状況を監査する。	 

（２）理事の業務の状況を監査する。	 

（３）財産又は業務の状況について、これを理事会又は総会に報告する。	 

（４）必要のあるときは理事会又は総会の招集を理事長に請求することができる。	 

(解任)	 

第２２条	 本連盟の役員が次の各号の一つに該当するときは、理事会において４分の３以上の議

決によって解任することができる。	 

（１）心身の故障により職務の遂行に堪えられないと認められたとき。	 

（２）職務に関しその義務違反、その他役員としてふさわしくないと認められたとき。	 

	 

第５章	 名誉会員	 顧問	 相談役	 	 
(名誉会員等)	 

第２３条	 本連盟に、名誉会員・顧問・相談役を置くことができる。	 

２	 名誉会員は総会の議決によって推薦する。	 

３	 顧問及び相談役は理事会に於て推薦し理事長が委嘱する。	 

４	 名誉会員・顧問・相談役は理事長の諮問に応ずる。	 

	 

第６章	 会	 	 議	 

(会議)	 

第２４条	 本連盟の会議は総会、理事会、常任理事会とする。	 

(種別、開催及び議決)	 

第２５条	 総会は会員（賛助会員を除く。以下この章について同じ）の代表者を以て組織し通常

総会、臨時総会とする。	 

２	 通常総会は毎年１回招集する。招集日は会計年度終了後２ヶ月以内とする。	 

３	 臨時総会は常任理事会、理事会又は監事が必要と認めたとき理事長が招集する。	 

４	 総会の招集は、招集日より７日前までにその会議に付する事項、日時、場所を記載

した書面または電磁的方法を以て通知するものとする。	 

５	 総会の議長は会議のつど会員の中から選任する。	 

６	 総会は委任状を含め会員の２分の１以上の出席を以て成立し、出席者の過半数の賛

成を得て議決することができる。	 

(権能)	 

第２６条	 総会はこの規約で別に定めるもののほか、次の事項を議決する。	 

（１）事業計画及び収支予算書。	 

（２）事業報告及び収支決算書	 

（３）財務諸表	 

（４）その他本連盟の業務に関し特に常任理事会、理事会、又は監事より必要と認めら

れた事項	 

(通知)	 

第２７条	 総会の議事の要項及び議決案件は会員に通知するものとする。	 

	 

(理事会)	 
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第２８条	 理事会は毎年１回以上理事長が招集する。理事会の議長は理事長とする。	 

(理事会の権能)	 

第２９条	 第１６条第４項に基づき、理事会は次の事項を議決する	 

	 	 	 	 （１）総会に付議すべき事項	 

	 	 	 	 （２）団体会員入会希望の承認	 

	 	 	 	 （３）個人会員入会希望の承認及び総会への推薦	 

	 	 	 	 （４）会費	 

	 	 	 	 （５）監事候補の推薦	 

	 	 	 	 （６）役員の解任	 

	 	 	 	 （７）総会の招集	 

	 	 	 	 （８）総会の委任を受けた場合の規約の変更	 

	 	 	 	 （９）次期理事候補の選任	 

	 	 	 	 （１０）表彰者の決定	 

	 	 	 	 （１１）細則案	 

(理事会の議決方法)	 

第３０条	 理事会の成立及び議決条件は、本規約第２５条第６項に準ずるものとする	 

(常任理事会)	 

第３１条	 常任理事会は常任理事を以て組織し、理事長がこれを招集する。	 

２	 常任理事会は、本連盟の運営を執行する。	 

３	 常任理事会は、本連盟を運営するため各種委員会、部会を組織して理事会において

決議した事項の他、理事長の必要と認めた業務を執行する。	 

	 

第７章	 会計年度	 

(会計年度)	 

第３２条	 本連盟の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。	 

	 

第８章	 規約の変更	 

(規約変更)	 

第３３条	 本連盟規約の変更は、理事会が発議し総会の４分の３以上の同意を以て成立する。た

だし総会において議決し理事会に規約変更を委任することができる。	 

	 

第９章	 補	 	 則	 

(各種規約)	 

第３４条	 本連盟規約第１７条に定める本連盟事務局に関する規約及び第１８条に定める本連盟

財務局に関する規約は理事会の議決を経て別に定める。	 

(細則)	 

第３５条	 この規約の施行についての必要な細則は理事会の議決を経て総会の承認を得るものと

する。	 

	 

	 	 附	 	 則	 

	 １	 この規約は昭和５８年２月２６日より施行する。	 

	 ２	 この規約は平成	 ６年４月	 １日より施行する。	 

	 ３	 この規約は平成１９年１月	 １日より施行する。	 

	 ４	 この規約は平成２１年４月１１日に第１３条を一部改定し、第１９条と第２０条

を追加する。	 

	 ５	 この規約は平成２５年４月１３日に第４条を一部改定する。	 

	 ６	 この規約は平成２６年４月１２日より施行する。	 


